
府民の森ほしだ園地探鳥会     
（毎月第４土曜日 両園地通算第263回） 

令和５(2023)年1月28日(土) 9:30～15:00頃       

日本野鳥の会大阪支部 友田武・神戸徹・近藤輝男・沖光二、平軍二(090-6901-1425)  
 

今週10年ぶりの冷え込みの日がありました。今日も冷たい北風が吹くと思いますが、ポケットカイロと、

出てきた鳥で心も温め、楽しんでくださいますように。 

Ⅰ 交野の鳥シリーズ(112) アオゲラ 

Ⅰ-1  アオゲラ  今月は交野バード 1/9 に公開

された河村壽氏のアオゲラにしました。 

アオゲラは体長２９㎝、市街地の公園で普通に見ら

れる黒褐色のコゲラ(体長１５㎝)より大きい緑色のキツツ

キである。留鳥として本州から九州に分布しているもの

の、日本にしかいない固有種である。北海道ではよく似

ていて脇に黒斑のないヤマゲラが住んでおり、アオゲラ

はいない。 

大阪近郊では北摂山地・金剛生駒山地・和泉山脈な

どの山地で周年生息しており、交野市でも友田武氏の

データから、一年中確認される留鳥である（図②③）。 

アオゲラは林の中にいても、「ピョ

ー ピョー」「キョッ キョッ」と大きな鳴き

声を出すので、遠くて姿は見えなく

ても声で知ることが多い。友田氏の

月別グラフ（図③）で４～６月頃に観

察日数が多いのは、この時期、ドラミ  

ングを含め鳴き声が多いためと思われる。 
 

Ⅰ-2 アオゲラ（キツツキ類）の特徴   
①キツツキの足指は前後２本ずつ  キツツキが幹を垂直に上がる姿や、

途中で止まってコツコツ幹をつついている所を良く見ます。こんな行動

ができるのは小鳥の指は「前３本・後１本」なのに、キツツキの指は「前

２本・後２本」で、前後の指で幹の隙間を挟み、更に尾羽を強く幹に押

し付け３点で体を支えているためです。 右写真 20130211（河村壽氏） 

では、左足指が前後に開いて、コナラの幹をしっかりつかんでおり、尾

羽も幹に押し付け、３点で体を支えていることがわかります。 

②繁殖期のドラミング さえずりを持っていないキツツキは、繁殖期になる

と縄張りをアピールするために、枯れ木を高速でつついて「たららららららら・・」と音を出す「ドラミング」

を行います。バードリサーチがドラミングを調査した結果は下記の通りである。 

 アオゲラ  長さ：1.1 秒      回数：24 回       間隔：0.045 秒 

コゲラ   長さ：0.3 秒（最短）  回数：10 回（最小）  間隔：0.03 秒（最速） 

図①アオゲラ（河村壽氏）20230109 

↑図② 交野市のアオゲラ(友田武氏) 図③ ↑ 



   1 秒間に 2 回も木をつつくとのことで、脳震盪を起こさないかと心配になる行動である。 

③アオゲラの主食は蟻(アリ)？  ヨーロッパアオゲラでは１日にアリ 2000 匹を食べたという記録がある

とのこと、日本のアオゲラも、ヒナに与える餌はほとんどアリとのことで、木の幹でも主としてアリを探し

ていると思われる。このようなキツツキも木の実を食べに来ることがあり、ヌルデ・ハゼノキなどウルシ

の木の実を食べに、アオゲラ・コゲラなどが来ていたのを見たことがある。 

④アオゲラの名前  見た通り、背が緑色のキツツキなのでアオゲラとなった。キツツキをケラと呼ぶの

は、寺の軒や柱をつつくため「寺つつき」→「けらつつき」→「けら」に変化したとのこと、また「ケレケ

レ」の声からケラになったという説もある。 

  一方学名 Picus awokera は、アオゲラが日本にしかいないため、和名がそのまま学名後半（種小名）

につけられている。また、学名前半（属名）「ピクス」は、ローマ神話の田園の神の名で、サトゥルヌス

の息子ピクスは魔女キルケーの求愛を退けたためキツツキに姿を変えられてしまったという話がある

とのことです。 

       （参考文献追記） ①真木・大西 日本の野鳥 590      （平凡社）2000 年 

                  ②大阪鳥類目録 2016  日本野鳥の会大阪支部 2017 年 

                  ③国松俊英  名前といわれ 野山の鳥 （偕成社）1995 年 

④ピッキオ   鳥のおもしろ私生活   （主婦と生活社）1997 年 

⑤その他 インターネット（google 検索など）  

 

Ⅰ-3．「アオゲラ」全国鳥類繁殖分布調査報告 （日本の鳥の今を描こう） 2016-2021 年 
2021 年 10 月 24 日   発行：鳥類繁殖分布調査会 

  

メッシュ数 

 A,B,C ランク 

 区分 

上記の結果で、A ランクのメッシュ数は減少しているものの、B ランクが多くなっており、

アオゲラ繁殖数が全国的（除く北海道）に増大していることがわかる。  



Ⅱ 先々月・先月の両園地の探鳥会結果 

・2022/11/26 ほしだ園地 私市駅から星の里いわふねまでの住宅地内で、ツグミ・シメ・ビンズ

イ・ジョウビタキと到来したばかりの冬鳥を確認、幸先良いスタートとな

った。しかし天野川沿い山地の遊歩道に入ると鳥の声・姿もないままで

あった。幸い、ほしだ園地の森林鉄道風歩道橋から見えるハヤブサ休

憩場所となっている送電鉄塔には、雌雄のハヤブサ 2 羽が観察された。 

ピトンの小屋前の哮が峰（たけるがみね）岩壁のハヤブサ営巣個所、

2019 年までハヤブサが子育てをしていたが、ここ３年は繁殖しなかっ

たため大阪府に対し雑木伐採を申し込んでいたが、すっきり刈り取ら

れていたので、来年 2 月になると営巣を始めることを期待している。 

午後からお天気になったこともあり、あちこちでルリビタキの声が聞か

れたが、姿は確認できなかった。カラの混群に会えず、エナガ・シジュ 

↑ハヤブサ (河村壽氏)20221126  ウカラなどは単発的、カモ・サギ・カワセミなども姿を見せず、鳥は

少ないまま終わった。  

 ・2022/12/24 くろんど園地  スタート直後からヒヨドリの声は

するものの他の鳥は出ないままだったが、山地へ入ってようやくル

リビタキが姿を見せた。園地に入って「すいれん池」は上流から流

入した土砂で埋まり草はらとなっていたが、草刈りされてすっきりし

ていた所に、カシラダカ・ミヤマホオジロ・アオジ・ルリビタキの４種

が池際の灌木と行き来し、代わるがわるに姿を見せてくれた。  

「園路」に入ってからは貯水ダム近くで、オオバヤシャブシに来る

はずのマヒワを探したが見つからずカワラヒワのみ、管理棟の手前

でムラサキシキブの実に来ていたウソの群は一部の人のみ、が残

念だった。しかし「 管理棟広場」での昼食時にジョウビタキ・イカルは     ノスリ（平） 

しっかりと見え、帰り道の「傍示の里」では枯葉が落ちた木に止まるノスリを確認、移動したものの

100m ほどのカキノキに止まるというサービスをうけた。トータル種数は 22 種にとどまったものの、昨

日より寒さはマシになり楽しく探鳥会を終えることができた。                                                

Ⅲ—１ 今日のほしだ園地探鳥会 
 ほしだ園地のシンボル鳥「ハヤブサ」、今日はまだ繁殖の兆候は見られないと思いますが、営巣個所

の雑木が伐採されたので、今年は３年ぶりに繁殖が予想されます。   

今日も400m離れた送電柱から営巣個所を見張っている筈、もうすぐ繁殖行動に入ると思われます。 

 
 

１２月探鳥会では、ミヤマホオジロ・カシラダカなどホオジロ

科、ルリビタキ・ジョウビタキなどヒタキ科の鳥、そしてイカル・

ノスリなどが楽しめた。次回２月は、１２月に一部の人しか見ら

れなかったウソ、全くでなかったアトリ・マヒワのアトリ科の鳥を

期待したいと思っています。 

今日と同様、大阪支部 HP でお申し込みくださるよう、お待ち

しています。                イカル（沖光二氏）→ 

 

Ⅲ—２ 次回探鳥会 2023/2/25 くろんど園地 9:30～15:00頃 



Ⅳ 探鳥会記録（くろんど園地・ほしだ園地） 
年 年

月 11 12 10 11 12 1 2 月 11 12 10 11 12 1 2

日 27 25 22 26 24 28 25 日 27 25 22 26 24 28 25
ほ く く ほ く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 し ろ ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 し ろ ろ し ろ し ろ

数 だ ん ん だ ん だ ん 数 だ ん ん だ ん だ ん

No ど ど ど ど No ど ど ど ど

254 255 260 261 262 263 264 254 255 260 261 262 263 264

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465

ｷｼﾞ キジ 5 ｴﾅｶﾞ エナガ 466 1 5 15 1 8

ｶﾓ ハクチョウSP 19 ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476

ｶﾓ オシドリ 24 ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477

ｶﾓ ヨシガモ 27 ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479

ｶﾓ ヒドリガモ 28 ﾑｼｸｲ センダイムシクイ 480

ｶﾓ マガモ 30 ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 16 10 30 2 15

ｶﾓ カルガモ 32 ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ﾚﾝｼﾞｬｸ キレンジャク 500

ｶﾓ コガモ 38 2 ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501

ｶﾓ ホシハジロ 42 ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 2

ﾊﾄ キジバト 74 1 2 2 4 2 ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508

ﾊﾄ アオバト 78 ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 ﾋﾀｷ トラツグミ 514

ｳ カワウ 127 ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾋﾀｷ シロハラ 521 1 2 2

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ﾋﾀｷ アカハラ 522

ｻｷﾞ アオサギ 144 ﾋﾀｷ ツグミ 525 4

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ﾋﾀｷ コマドリ 530

ｻｷﾞ コサギ 148 ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 4 4 6

ｸｲﾅ バン 174 ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 5 2 4 3

ｸｲﾅ オオバン 175 ﾋﾀｷ ノビタキ 542

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 1

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾋﾀｷ サメビタキ 553

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾋﾀｷ コサメビタキ 554 1

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾋﾀｷ キビタキ 558 5

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾀｷ ムギマキ 559 3

ｼｷﾞ イソシギ 244 ﾋﾀｷ オオルリ 561

ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339 イワヒバリ カヤクグリ 566

ﾀｶ ハチクマ 340 ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ 568

ﾀｶ トビ 342 1 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 1 11

ﾀｶ ツミ 354 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 1 1 1 2 1

ﾀｶ ハイタカ 355 1 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 3 8

ﾀｶ オオタカ 356 1 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 5 8

ﾀｶ サシバ 357 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580 5

ﾀｶ ノスリ 358 2 1 ｱﾄﾘ アトリ 586 5

ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587 2 6 5

ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 2 4 5 1 ｱﾄﾘ マヒワ 588

ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592

ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397 ｱﾄﾘ ウソ 599 4

ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401 ｱﾄﾘ シメ 600 1

ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407 1 2 ｱﾄﾘ イカル 602 3

ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 3

ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ サンコウチョウ 418 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617 2

ﾓｽﾞ モズ 420 2 1 3 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618 3

ｶﾗｽ カケス 427 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624 7 4

ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 2 5 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625 2

ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 10 9 3 9 8 ｷｼﾞ コジュケイ

ｶﾗｽ キクイタダキ 438 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 5 2

ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 1 7

ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 5 4 1 1 ムシクイSP

ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443 タカSP

ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 1 1 2 1 2 マルガモ 1

ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457

ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459 　観察種数合計 19 18 20 23 22

ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461 個体数 71 94 118 116 121

ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 10 37 23 31 42 天候 晴時々雨 晴時々曇 晴 晴 晴

ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2 1 4 2 2 参加者 11 11 16 15 11
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